
　
合
併
５
年
目
と
し
て
、
長
期
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
を
念
頭
に

置
き
、
行
財
政
改
善
と
、
施
策
の
選
択
と
集
中
の
も
と
、
特
に
地
域
活

性
化
策
、
教
育
、
生
活
の
安
心
・
安
全
、
高
齢
者
・
子
育
て
支
援
な
ど
の

福
祉
施
策
の
充
実
を
重
点
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
新
市
の
一
体
性
を
高
め
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
総
合
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
市
民
と
の
対
話
と
協
働
を
基
本
に
、
長
期
総
合
計

画
に
基
づ
く
諸
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
は
年
度
当
初
に
市
長
選
挙
が
あ
る
た
め
、
緊
急
性
や

継
続
性
の
あ
る
事
業
を
最
優
先
と
し
て
、
義
務
的
経
費
や
継
続
的
経

費
を
中
心
と
し
た﹁
骨
格
予
算
﹂と
な
っ
て
お
り
ま
す
。選
挙
終
了
後
、

学
校
耐
震
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
投
資
的
経
費
等
の
政
策
的
予
算︵
い

わ
ゆ
る
肉
付
け
予
算
︶
は
６
月
定
例
市
議
会
へ
補
正
予
算
と
し
て
提

案
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、当
初
予
算
に
追
加
で
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

 

具
体
的
な
施
策
を
抜
粋
し
て
、
長
期
総
合
計
画
の
６
つ
の
施
策
大

綱
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

○ 

人
が
ふ
れ
あ
い
、と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

○ 

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

○ 

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

○ 

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

○ 
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

○ 

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
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三原市長　五藤　康之



乳
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
の
無
料
化
に
加
え
、

本
年
度
か
ら
子
宮
が
ん
検
診
の
自
己
負
担

を
無
料
と
し
ま
す
。

　
妊
婦
健
診
は
、
公
費
負
担
を
５
回
か
ら

14
回
に
増
や
す
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
の
支

援
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
後
４
か

月
ま
で
の
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
保

健
師
、
助
産
師
の
ほ
か
に
保
育
士
、
母
子

保
健
推
進
員
に
よ
る
訪
問
指
導
を
行
い
ま

す
。

　
気
軽
に
運
動
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、﹁
食
育
推
進
計
画
﹂

に
基
づ
き
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
で
﹁
食
﹂

を
通
じ
て
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
活
動
の
一
環
と
し
て

﹁
市
長
と
歩
こ
う
！
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
﹂

を
実
施
し
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
子
ど
も

の
心
身
の
発
達
を
支
援
す
る
た
め
、
子
育
て

応
援
相
談
室
な
ど
、
相
談
体
制
の
強
化
や
発

達
障
害
に
関
す
る
専
門
知
識
と
技
術
を
も

つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、発
達
障
害
者
支
援
検
討
委
員
会
で
、

乳
幼
児
期
か
ら
青
年
期
の
支
援
体
制
の
確

立
に
向
け
、
具
体
的
に
検
討
・
協
議
を
進
め

ま
す
。

　
小
児
医
療
は
、
平
日
の
夜
間
小
児
救
急
診

療
に
加
え
、
市
内
小
児
科
医
療
機
関
の
輪
番

に
よ
る
祝
日
と
年
末
年
始
の
小
児
科
当
番

医
制
を
支
援
し
ま
す
。

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
﹁
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
﹂の
設
立
を
支
援
し
ま
す
。

　
や
っ
さ
踊
り
な
ど
、
地
域
の
伝
統
文
化
の

承
継
や
創
造
に
向
け
て
の
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
天
文
年
に
ち
な
み
宇
根
山
天

文
台
を
活
用
し
た
行
事
の
開
催
な
ど
、
青
少

年
の
体
験
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、

ら
の
基
盤
と
な
る
食
育
の
推
進
を
図
り
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
、
教

育
創
造
プ
ラ
ン
推
進
事
業
を
中
心
に
学
校

教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
新
た
に
﹁
三
原
教
育
の
日
﹂
を
創
設
し
、
教

育
を
市
民
協
働
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
、
信
頼
さ
れ
る
﹁
教
育
の
ま
ち
三
原
﹂
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
行
事
な
ど
で
の
市
歌
の

奨
励
な
ど
に
よ
り
、
郷
土
三
原
を
愛
す
る
子

ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
不
登
校
な
ど
、
い
じ
め
や
問
題
行

動
を
な
く
す
た
め
、﹁
家
庭
訪
問
支
援
員
﹂
、

｢

心
の
教
室
相
談
員
﹂
を
配
置
す
る
教
育
相
談

活
動
事
業
な
ど
、
各
種
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
充
実
と
学
校
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、﹁
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
﹂
に

基
づ
き
、
適
正
な
規
模
の
学
校
・
学
級
編
成

の
実
現
に
向
け
た
﹁
学
校
適
正
配
置
実
施
計

画
﹂を
策
定
し
ま
す
。

　
市
内
全
て
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
へ
の

防
犯
用
器
具
の
配
備
や
、
保
育
所
へ
の
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
修
繕
な
ど
、
引
き
続
き
、
安
全
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
公
有
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
公
有
化
後
の
用
地
活
用
に
つ
い
て
城
跡

保
存
整
備
委
員
会
を
中
心
に
整
備
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　
﹁
市
民
ひ
と
り
、
１
ス
ポ
ー
ツ
﹂
の
実
現
に

向
け
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
生

　
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
、
市
民
と
行
政
と
が
﹁
協
働
﹂
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
協
働
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
な
ど
、﹁
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
計
画
﹂を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
自
治
組
織
に
対
し
て
は
、
住
民
組
織

活
動
補
助
を
引
き
続
き
行
い
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、条
例
制

定
に
向
け
、具
体
的
な
検
討
を
す
る
た
め
、懇

話
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。ま
た
、情
報
誌
の
発

行
部
数
を
増
や
し
、啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
次
の
時
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
、﹁
知
・

徳
・
体
﹂の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
育
成
、こ
れ
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人
が
ふ
れ
あ
い
、と
も
に

参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

人
を
育
む
教
育
・

文
化
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

健
康
づ
く
り
の
推
進

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

保
健
事
業
の
充
実

子
育
て
支
援
の
充
実

青
少
年
健
全
育
成

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　 三
原
城
跡
の
周
辺
整
備

子
ど
も
の
安
全
対
策

学
校
教
育
の
充
実

▲男女共同参画社会の実現を
　めざす情報誌「ｗith  YOU」 

▲三原城跡周辺の整備計画を策定します 



し
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
は
、
本
年
度

が
２
期
５
年
目
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
各
機
関
に
要

望
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
景
観
林
道
須
波
竜
王
線
な
ど
の
林

道
整
備
事
業
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

過
疎
・
離
島
対
策

　
中
山
間
地
・
離
島
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
も
引
き
続
き
、
県
や
県
立
広
島
大
学

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
活
性
化
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
年
度
で
失

効
す
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

に
代
わ
る
新
た
な
過
疎
対
策
の
制
定
を
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
強
く
求
め
て
い
き

ま
す
。

雇
用
対
策

　
県
の
基
金
を
活
用
し
て
、
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
と
緊
急
雇
用
創
出
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
振
興
は
、
昨
年
12
月
に
創
設

し
た
中
小
企
業
緊
急
特
別
融
資
制
度
に
よ
り
、

信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
と
利
子
３
月
分

の
全
額
補
助
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

　
三
原
バ
イ
パ
ス
は
、現
在
、時
広
ラ
ン
プ
か

ら
下
木
原
地
区
に
お
い
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
三
原
バ
イ
パ
ス
の

早
期
全
線
開
通
と
木
原
道
路
の
早
期
完
成
を
、

引
き
続
き
国
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め

た
救
命
講
習
の
普
及
と
啓
発
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

生
活
の
安
全

　
災
害
時
に
援
護
が
必
要
な
人
た
ち
が
、
安

全
・
確
実
に
避
難
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
構

築
す
る
た
め
、
講
演
会
や
避
難
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　
引
き
続
き
、
市
施
工
の
須
波
西
町
須
波
ハ

イ
ツ
第
四
中
学
校
北
地
区
、
沼
田
東
町
本
市

地
区
、
本
郷
町
上
北
方
田
村
窪
地
区
、
本
郷

町
余
井
地
区
の
工
事
と
、
県
施
工
の
本
郷
町

上
北
方
川
谷
地
区
、
本
郷
町
船
木
鷺
谷
地
区

の
工
事
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

高
潮
対
策

　
三
原
内
港
・
松
浜
・
下
木
原
地
区
を
県
施

工
で
、
松
浜
地
区
へ
の
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場

の
整
備
を
市
施
工
で
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
汚
水
管
整
備
に
よ
り
、

現
在
の
人
口
普
及
率
30
％
を
32
％
と
す
る

目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
浸
水
対
策

と
し
て
、
下
北
方
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
宗
郷
雨
水
排
水
ポ
ン
プ

場
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

　農
林
産
業
の
振
興

　
昨
年
度
に
策
定
し
た
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
今
後
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

の
目
標
な
ど
を
定
め
る
実
施
計
画
を
策
定

　
竣
工
後
41
年
が
経
過
し
た
浄
化
場
の
整

備
は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

環
境
影
響
評
価
調
査
を
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
三
原
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

の
金
属
圧
縮
機
の
更
新
と
、
甲
世
衛
生
組

合
の
し
尿
処
理
施
設
の
大
規
模
改
修
を
行

い
ま
す
。

　
都
市
づ
く
り
の
基
本
的
方
針
で
あ
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
策
定
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
策
定
の

最
終
年
と
し
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
区
画
整
理
事
業
は
、
引
き
続
き
、
本
郷

町
東
本
通
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

水
道
事
業

　
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、

老
朽
管
の
計
画
的
更
新
な
ど
、
安
定
給
水
に

努
め
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
水
源
を
確
保
し
、
安

定
的
で
安
心
・
安
全
な
飲
料
水
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

消
防

　
火
災
予
防
を
推
進
し
火
災
の
減
少
を
図

る
と
と
も
に
、
消
防
施
設
整
備
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
高
度
救
急
医
療
に

対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
救
急
救
命
士

　
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
税
率

の
改
正
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
引
き
続

き
、
国
保
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、70
代
前
半
の
人
の
一
部
負
担
割
合

２
割
の
凍
結
延
長
や
保
険
料
の
年
金
天
引

き
と
口
座
振
り
替
え
の
選
択
制
の
導
入
、
さ

ら
に
は
滞
納
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
短
期
被

保
険
者
証
の
発
行
な
ど
、
周
知
・
啓
発
を
図

り
、円
滑
な
制
度
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち

な
が
ら
健
康
に
過
ご
す
た
め
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、﹁
高
齢
者
相
談

窓
口
﹂を
３
か
所
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
巡
回
相
談
、
在
宅
要
援
護

者
仲
間
づ
く
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
支

援
な
ど
に
も
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
ま

す
。

介
護
保
険
事
業

　
適
正
な
保
険
給
付
、
低
所
得
者
な
ど
に
配

慮
し
た
保
険
料
率
の
設
定
や
多
段
階
化
を

行
う
と
と
も
に
、
小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
体
制
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　
く
い
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
病
院

経
営
改
革
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
公
立
世
羅
中
央
病
院
と
の
再
編
統

合
の
検
討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
北
部

地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。
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自
然
と
共
生
す
る
快
適
で

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

循
環
型
社
会
の
構
築

地
域
医
療
の
確
保

高
齢
者
福
祉
の
充
実

生
活
基
盤
の
整
備

活
力
あ
る
産
業
の

ま
ち
づ
く
り

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の

充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

国
民
健
康
保
険
事
業
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ま
た
、
広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
、
恵

下
谷
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
整
備
促
進
を
、
引
き

続
き
県
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
街
路
事
業
は
、
三
原
バ
イ
パ
ス
と
連
携
し

て
整
備
し
て
い
る
古
城
通
糸
崎
線
を
は
じ
め
、

市
街
地
の
一
体
化
を
形
成
す
る
本
町
古
浜
線
、

円
一
皆
実
線
な
ど
引
き
続
き
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実

　
既
存
の
公
共
交
通
会
議
を
法
律
に
基
づ

く
協
議
会
に
移
行
し
、
昨
年
度
策
定
し
た
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
利
便
性
が
高
く
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
た
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

情
報
基
盤
整
備

　
小
坂
・
長
谷
・
沼
田
・
新
倉
・
木
原
・

糸
崎
︵
一
部
︶
地
区
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
敷

設
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
加
入
促
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
な
情
報
を

提
供
し
ま
す
。

港
湾
整
備

　
尾
道
糸
崎
港
松
浜
地
区
１
工
区
で
は
、
道

路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

貝
野
地
区
で
は
、
埋
め
立
て
工
事
が
継
続
し

て
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
進
入
路
の
一
部
築

造
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
す
。

観
光
・
交
流
の
活
性
化

　
国
立
公
園
筆
影
山
な
ど
の
観
光
資
源
を

生
か
す
取
り
組
み
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
祭
り
や
各
種
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、
観
光
協
会
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
し
、観
光
客
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業
は
、
積
極
的
な

情
報
発
信
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
感
や
郷
土

愛
の
醸
成
、
交
流
・
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

三
原
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
三
原
ふ
る
さ
と
大

使
の
任
命
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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新年度予算
一般会計406億100万円
　一般会計406億100万円、23の特別会計

253億882万円、病院・水道の企業会計を含め

た総額は、710億1,400万円です。前年度の当

初予算と比較して、総額で7.4％の減少です。

●投資的経費　施設などの建設に要する経費

●補 助 費 等　各種団体などに対する補助金や負担金
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歳入
合計

406億100万円

市税

156億
2,505万
7千円
（38.5％）

その他
　　16億1,746万9千円
　　　　　　　（4.0％）

地方交付税
85億6,500万円
　（21.1％）

諸収入21億1,693万6千円
（5.2％）

使用料・手数料
分担金・負担金
16億3,305万円（4.0％）

国庫支出金38億8,351万3千円（9.6％）
市債32億2,150万円
（7.9％）

県支出金
24億609万8千円
（5.9％）

繰入金・繰越金・寄附金
5億1,562万6千円（1.3％）地方譲与税

5億7,324万2千円（1.4％）

財産収入4億4,350万9千円
　　　　　　　　 （1.1％）

民生費
120億
　　8,110万
　　　2千円
　　　（29.8％）

土木費
50億2,075万2千円
　（12.4％）

教育費
37億1,415万1千円
（9.1％）

65億6,540万
2千円（16.2％）
65億6,540万
2千円（16.2％）

公債費

歳出
（目的別）

合計
406億100万円

衛生費
26億6,342万7千円
（6.5％）

商工費
16億6,664万5千円
（4.1％）

消防費
16億6,149万6千円（4.1％）

農林水産業費13億4,006万9千円
（3.3％）

議会費3億7,050万6千円（0.9％） 労働費
3億537万1千円（0.7％）

その他1億8,384万5千円
（0.5％）

総務費
50億

2,823万4千円
（12.4％）

総務費
50億

2,823万4千円
（12.4％）

三原市のいろんな
情報をお届けします
三原市ふるさと
情報発信事業推進協議会

歳出
（性質別）

合計
406億100万円

人件費
89億681万3千円
　　　（21.9％）

65億6,531万9千円
（16.2％）

公債費

人件費
89億681万3千円
　　　（21.9％）

            　　 投資的経費
39億3,914万4千円（9.7％）
            　　 投資的経費
39億3,914万4千円（9.7％）

補助費等
37億7,620万5千円
（9.3％）

61億7,475万8千円（15.2％）

扶助費

物件費
49億2,834万3千円
　　　　  （12.1％）

65億6,531万9千円
（16.2％）

公債費

61億7,475万8千円（15.2％）

扶助費

維持補修費
6億3,568万円（1.6％）

その他56億7,473万8千円（14.0％）

義
務
的
経
費

投資的
経費
投資的
経費

そ
の
他
経
費


